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Ｒ８ 保育について学ぼう！ 

～高校生と乳幼児のふれあい体験～ 

実施要領 

 

 

掛川市こども政策課 
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１．事業概要 

①  目的 

保育の仕事やこどもに興味を持っている高校生を対象に、大学教授による講義、園での保育体

験、若手保育士との座談会を実施することで、保育士の仕事や命の大切さ、こどもへの興味や理解

を深めることにより、保育士の道に進む気運醸成や、結婚・出産・子育てへの関心につなぐことを

目的とする。 

 

②  対象者 

    保育の仕事又は乳幼児との交流に興味のある高校生 ３０名 

 

③ 期間 ※高校生の夏休み期間に実施予定 

◆大学教授による講義  ７月２８日（火）14：00～15：30 

◆保育施設での保育体験 ７月２９日（水）～８月７日（金）（うち３日間） 

◆若手保育士との座談会 ８月 ９日（日）14：00～15：30 

 

④ 実施場所 

◆大学教授による講義・・・・掛川市立中央図書館 地下会議室 

◆保育施設での保育体験・・・掛川市内の保育施設 

◆若手保育士との座談会・・・掛川市立中央図書館 地下会議室 

 

 ⑤ 内容 

   ◆大学教授による講義 

【講師】 

静岡福祉大学子ども学部子ども学科 永田 恵実子 特任教授 

 

【内容】 

    ・乳幼児の特徴、交流の大切さについて 

    ・保育職の魅力や保育現場の“今”について 

    ・保育養成校で学ぶこと、キャンパスライフについて 等 

 

   ◆保育体験 

    【内容(例)】 

・参加高校生の自己紹介、園内オリエンテーション 

・園児たちの遊びの補助 

・園児たちの食事、着替え、排泄、午睡等の補助 

・製作や記録の作成等事務補助 

・振り返り 
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   ◆保育士との座談会 

    【講師】 

    市内の保育施設に勤務する若手保育士 １０名 

   

    【内容(例)】 

    ５グループ程度に分かれて、保育士と高校生で情報交換を実施する。 

    ・高校生が保育体験をしてみての感想 

    ・保育士に聞いてみたいこと（やりがいや魅力） 

    ・保育士養成校や将来について聞いてみたいこと 等 
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２.保育体験日までにやること、提出物 

提出物が未提出の場合や事前に行うべきことに漏れがあると、体験に参加することができません。 

しっかり準備して体験にのぞみましょう！ 

① 体験先の情報（所在地・アクセス方法）、体験日時の確認 

② 体験先への事前電話 

③ 保菌検査の提出 

④  その他（レクリエーション保険について） 

①体験先の情報（所在地・アクセス方法）、体験日時の確認 

◆参加決定のメールが届いたら、まずは体験先の情報を確認！ 

参加決定の通知を見て、園名、体験日時を確認しましょう。 

◆園の場所を確認しておきましょう。遅刻などないよう、時間に余裕をもって行動してください。 

 ※園の住所は、子育て総合案内サイト「かけっこ」より検索できます。 

【事業概要】  

URL：https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/kakekko/docs/589446.html 

【園住所等】 

URL：https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/kakekko/docs/303800.html 

 

②体験先へ事前電話（ご挨拶）※体験日の１週間前までに！ 

◆体験先の確認ができたら体験先の園へご挨拶の電話をしましょう。皆さんの体験が有意義なものにな

るように、また、こどもたちの安全のためにも注意事項などを聞くことは、とても大切です。 

◆集合時間、昼食の準備や持ち物の確認も合わせて行いましょう。 

◆体験時、配慮してもらいたいことがある場合（食物のアレルギーがあるなど）は、対応について相談

してください。 

 

【事前電話の例】※あくまでも一例です。 

☆高校生：「保育体験でお世話になります、△△高校の○○と申します。 

本日は保育体験でお世話になりますので、ご挨拶を兼ねてお電話させていただきました。 

担当の先生をお願いいたします」 

◆保育園：「お電話代わりました担当の○○です。」 

☆高校生：「お忙しいところ失礼いたします。△△高校の○○です。このたびは保育体験を受け入れていた

だき、ありがとうございます。本日は、体験にあたっての注意事項や当日の集合時間、お昼ご飯

の準備についてお伺いしたく、お電話させていただきました。」 

「体験にあたり何か注意することはありますか？」 

◆保育園：「夏休みでプール遊びがあるので着替えを準備してきてください。 

      体験は●時～●時です。●時までに園に来てください。」 

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/kakekko/docs/589446.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/kakekko/docs/303800.html
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☆高校生：「ありがとうございます。当日お昼ご飯はどのようにしたらよいでしょうか？」 

◆保育園：「お弁当の持参をお願いします。」 

☆高校生：「承知しました。お時間いただきありがとうございました。それでは当日よろしくお願いいたし

ます。」 

 

※このほか体験上必要な配慮（アレルギーがある場合の昼食など）がある場合は、合わせて園の方に相談し

ましょう。 

※追加の持ち物など園から依頼があれば、忘れないようメモを取りましょう！ 

③保菌検査の提出 

下記の提出日の朝、学校の事務室、または市こども政策課へ検査キットを提出してください。白い封筒に

名前・性別・採取年月日を忘れずに記入してください。 

検査日に提出できなかった場合 （体不良等等）は、後日に直接、掛川市こども政策課へ持参してください。 

日程は、該当者に個別に御連絡いたします。 

 

（１）市内高校（掛川西高校、掛川東高校、掛川工業高校、横須賀高校）の方 

   以下のいずれかで提出してください。 

① ７月９日（木）の朝に学校事務室へ提出 

② ７月 22 日（水）18 時までまたは７月 23 日（木）朝 10 時までに市こども政策課へ直接提出 

 

（２）掛川市外高校の方 

   以下のいずれかで提出してください。 

  ① ７月８日（水）18 時までまたは７月９日（木）朝 10 時までに市こども政策課へ直接提出 

  ② ７月 22 日（水）18 時までまたは７月 23 日（木）朝 10 時までに市こども政策課へ直接提出 

 

＜保菌検査提出の注意＞ 

◆検査費用は、無料です。 

◆指定日に提出できない場合、または結果が陽性の場合は、体験に参加できません。 

◆採便時に生理中でも、結果に影響はありませんので、期日厳守で提出してください。 

◆提出時の便の量が足りないと正確な結果が出ません。 

 

＜検査結果について＞ 

◆市こども政策課が、検査機関からの結果を確認します。 

◆「陽性」の場合のみ、体験前に、体験先およびご本人にご連絡いたします。 

その場合は、体験キャンセルとさせていただきます。※陰性の場合は、連絡いたしません。 

④ その他 

＜レクリエーション保険について＞ 
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◆体験参加に際し必要な「レクリエーション保険（傷害保険）」は、市で一括加入しています。体験中

のケガや事故などが生じた場合は、速やかに市こども政策課（21-1211）へ連絡をしてください。 

３.保育体験当日の準備、対応、注意事項 

①体験当日の準備・対応 

◆初日は道に迷うこともあるので、早めに家を出ましょう！ 

（15分前までには到着する余裕をもって！） 

◆園では良審者が入らないよう、園の門が閉まっている場合も多くあります。 

その場合は、インターフォン等で連絡を取り、許可をもらってから中に入りましょう！ 

◆コミュニケーションの第一歩として挨拶は大切です。 

「保育体験で来ました○○高校の△△です。よろしくお願いします。」など 

元気よく挨拶をしましょう！ 

◆当日、体不良等、発熱、病気などの場合は、無理をして行かないこと。 

（風邪などを園児にうつしたら大変！） 

必ず園の担当者に連絡を入れてください。 

（連絡を入れないで休むと、園の担当者は心配します） 

 

②遅刻・欠席等について 

◆病気やケガなどで、あらかじめ体験に参加できないことが明らかな場合には、速やかに市役所 

（21-1211）までご連絡ください。 

※ただし、体験日当日にやむを得ず遅刻・欠席をする場合には、必ずご自身で園に連絡してください。 

◆天災等、やむを得ない事情により体験を実施することが困難な場合には、市にて体験前日の午後５時

までに実施の可否を判断し、園及び参加者の方へ連絡します。  

 

③持ち物・服装について 

＜主な持ち物＞ 

１）筆記用具 

２）昼食…園で給食を食べる場合もあります。事前電話で確認し必要な方は持参しましょう。 

給食費の指定がある場合は、おつりが生じないよう準備しておきましょう。 

※このほか、園ごとに持ち物の指定がある場合があります。この資料の１ページ目「体験先保育施設の

情報（所在地・アクセス方法）、体験日時の確認」に記載のホームページよりご自身の体験先情報を

確認してください。 

※貴重品は、持って行かないこと！ 

＜当日の服装・身だしなみ＞ 

園児と学生の皆さんの安全確保のため、以下の内容に注意しましょう。 
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◆服装についても園ごとに指定があります。事前に確認をしておきましょう！ 

◆衛生面を考えて、長髪は束ねてください。派手な染髪は控えましょう。こどもたちに引っかかると危

険です。ピアス等のアクセサリー類はやめましょう。 

◆安全のため、爪は短く切ってください。ネイル（手、足）はやめましょう！ 

④体験参加にあたっての注意事項（重要！！） 

◆感染症予防のため、手洗いうがい等の衛生管理や感染防止策を行いましょう！ 

体不が悪い場合や感染の恐れがある場合には、参加は控えてください。 

◆言葉づかいには気を付けましょう（園児の名前を呼び捨てにしない）。 

◆体験初日には園の簡単なオリエンテーションがあります。 

園の先生の説明をよく聞き、メモを取り、分からない点は積極的に質問しましょう。 

→保育中はペンを持ち歩けない事も。メモを取っても等いか園の先生に確認が必要です。 

◆携帯端末は電源を切る、またはマナーモードとし、体験中は使用しない、持たない。 

ＳＮＳで写真や個人情報の掲載は絶対しないでください！ 

◆保育体験とはいえ、外部の方からは園の職員さんとして見られることもあります。 

登園や退園時にはご家族の方にもしっかり挨拶しましょう！ 

◆園の先生の指示に従い、分からないことや判断に迷うことは確認しましょう。 

◆園児の安全に努め、いつも笑顔で、園児たちと楽しく過ごしましょう。 

 

４.体験参加後にやること 

＜参加者アンケートの提出＞ 

◆「アンケート」は、８月16日（日）までに回答してください。 

URL  https://logoform.jp/form/r3tv/1515633 

５.その他・問い合わせ先 

※体験前に園から持ち物等の変更の連絡が来る場合もあります。 

きちんとメモを取り、忘れずにしましょう！ 

また、「体験先の情報」でわからないことがあれば、園に電話を入れ確認しましょう。 

やむを得ず体験を欠席される場合には、体験先にも連絡してください。 

※参加申込したメールアドレスを用いて連絡します。下記問い合わせ先からのメールは必ず確認す

るようにしてください。 

 

＜問い合わせ先＞ 

◇掛川市役所こども政策課（平日8：30～17：15） 

0537-21-1211 

kodomoseisaku@city.kakegawa.shizuoka.jp 

皆さんへの連絡がつかない場合があります。あらかじめ自分の携帯・スマートフォンに登録してください！ 

https://logoform.jp/form/r3tv/1515633
mailto:kodomoseisaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

